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２
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催
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
本
組
合
の
事
業
運
営

に
関
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
石
橋
寛
久
前
理
事
長（
前
宇
和
島
市

長
）の
勇
退
に
伴
う
昨
年
10
月
24
日
の
役
員
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
長
に
ご
推
挙
い
た

だ
き
、
そ
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
、ご
家
族
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
、

共
済
制
度
の
充
実
・
発
展
の
た
め
、
積
極
的

に
諸
課
題
に
取
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
組
合
の
短
期
給
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連

合
会
か
ら
財
政
支
援
を
受
け
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
総
務
省
か
ら

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画（
第
2
期
）を
作

成
し
、
皆
様
の
健
康
増
進
に
向
け
て
効
果
的

な
計
画
の
実
施
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
組
合
と
事
業
主
で
あ
る
所
属

所
と
の
連
携
が
重
要
で
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱（
平
成

24
年
2
月
17
日
閣
議
決
定
）に
基
づ
く
制
度
の

見
直
し
が
ひ
と
と
お
り
行
わ
れ
、
年
金
課
税

の
在
り
方
な
ど
議
論
の
行
方
が
注
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
組
合
に
お
い
て
は
、
情
報
連
携
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
適
正
に
活
用
し
て
、
各
種
年
金

関
連
事
務
の
円
滑
な
実
施
を
第
一
に
務
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
医
療
関
係
に
お
け
る
情
報
連
携
の

開
始
が
本
年
7
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
そ

し
て
、
年
金
関
係
に
お
け
る
情
報
連
携
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
と
足
並
み
を
揃
え
て

の
実
施
時
期
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、引
き
続
き
、

特
定
個
人
情
報
の
保
護
管
理
に
つ
い
て
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
え
ひ
め
共
済
会
館
に
つ
い
て
は
、
福

祉
施
設
運
営
検
討
委
員
会
の
と
り
ま
と
め
に

基
づ
き
、
老
朽
化
対
策
、
防
災
設
備
の
整
備

な
ど
に
係
る
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
年
4
月
か
ら
休
館
し
て
の
改
修
工
事
に
な

り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
。
9
月
に
は
、
部
屋
の
改
修
が

終
わ
り
、
安
全
で
快
適
な
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
知
り
合
い
の
皆
様

お
誘
い
あ
わ
せ
て
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
貸
付
事
業
及
び
物
資
供
給
事

業
に
つ
い
て
は
、
ご
利
用
し
易
い
よ
う
に
、
本

年
1
月
か
ら
、
利
率
を
引
き
下
げ
ま
し
た
の

で
、
皆
様
の
生
活
設
計
に
お
い
て
、
有
効
に
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
役
員
・
組
合
会
議
員
及
び
職
員
一

同
、
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
の
生
活

の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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（
す
で
に
貸
付
・
物
資
供
給
事
業
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
も
平
成
30
年
１
月
か
ら
改
正
後

の
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）

貸
付
事
業

　

貸
付
事
業
の
貸
付
利
率
等
は
、
総
務
省
の

示
す
貸
付
準
則
に
基
づ
き
、
各
組
合
が
貸
付

規
程
に
よ
り
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
、
貸
付
準
則
の
一
部
改
正
が
あ

り
、
貸
付
利
率
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

当
該
改
正
に
基
づ
き
、
貸
付
利
率
が
次
の
よ

う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。（
別
表
１
）

【
新
規
に
貸
付
申
込
み
さ
れ
る
方
】

　

新
規
に
貸
付
申
込
さ
れ
た
方
の
毎
月
の
償

還
額
は
別
表
２
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
後
の
貸
付
利
率
は
、
基
準
利

率
（
＊
）
の
区
分
に
応
じ
て
別
表
３
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

＊
基
準
利
率
は
、
10
年
国
債
の
平
均
利
回
り
を
基

礎
と
し
て
、
年
金
積
立
金
の
運
用
状
況
な
ど
を
勘
案

し
て
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
定
款
で
定

め
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
平
成
30

年
９
月
ま
で
に
お
け
る
基
準
利
率
は
０
・
０
０
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
す
で
に
貸
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
】

　

現
在
、償
還
途
中
の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、

改
正
後
の
貸
付
利
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
平

成
29
年
12
月
末
の
貸
付
金
残
高
と
残
存
償
還

回
数
に
よ
り
償
還
額
の
再
計
算
が
行
わ
れ
償

還
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。「
貸
付
金
償
還
金

改
定
通
知
書
」
及
び
「
貸
付
金
個
別
償
還
明

細
表
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
改
正
年
月
日
】

平
成
30
年
１
月
１
日

【
改
正
理
由
】

　

共
済
組
合
の
貸
付
事
業
は
、
年
金
の
原
資

で
あ
る
長
期
給
付
積
立
金
を
管
理
・
運
用
す

る
経
過
的
長
期
預
託
金
管
理
経
理
か
ら
借
り

入
れ
た
資
金
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
回
経
過
的
長
期
経
理
資
金
を
貸
付
経

理
に
貸
し
付
け
る
場
合
の
利
率（
基
準
利
率
）

を
退
職
等
年
金
経
理
並
み
に
引
き
下
げ
る
特

例
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
貸
付

準
則
が
改
正
さ
れ
、
組
合
員
へ
の
貸
付
利
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
入
学
・
修
学
貸
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

物
資
供
給
事
業

　

物
資
供
給
事
業
の
償
還
利
率
は
、
財
政
融

資
資
金
利
率
に
応
じ
て
変
動
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
平
成
29
年
12
月
末
現
在
年
２
・

９
％
で
す
。

　

今
回
の
貸
付
事
業
の
利
率
の
改
正
に
伴

い
、
物
資
供
給
事
業
で
も
償
還
利
率
を
見
直

し
、
平
成
30
年
1
月
か
ら
年
１
・
９
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
別
表
４
）

　

な
お
、
こ
の
償
還
利
率
の
引
き
下
げ
は
、

現
在
物
資
供
給
事
業
を
利
用
さ
れ
て
償
還
途

中
の
方
も
償
還
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
「
購
入
代
金
償
還
金
改
定
通
知
書
」
を
お

送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

貸
付
・
物
資
供
給
事
業

　
　

 

―
平
成
30
年
１
月
か
ら
― 

利
率
引
き
下
げ

貸付  年1.26%
物資  年1.9％
貸付  年1.26%
物資  年1.9％

（別表１）貸付利率の変更内容

貸付種類 改正前 改正後

普通、住宅、特別 ２．６６％ １．２６％

住宅（在宅介護対応） ２．４０％ １．００％

災害 ２．２２％ ０．９３％

（別表２）新規貸付に係る毎月の償還額（例）

貸付金額
（普通貸付）

償還回数
毎月の償還額

改正前 改正後

50 万円 60 回 8,909 円 8,603 円

100 万円 90 回 12,269 円 11,650 円

150 万円 108 回 15,633 円 14,699 円

200 万円 120 回 19,000 円 17,748 円

（別表３）基準利率に対する貸付利率

基準利率
貸付利率

（普通・住宅・
特別貸付）

1.0% 以下 １．２６％

1.0% を超え 1.5% 以下 １．７６％

1.5% を超え 2.0% 以下 ２．２６％

2.0% を超え 2.5% 以下 ２．７６％

2.5% を超え 3.0% 以下 ３．２６％

（中　略）

5.0% を超える場合
基準利率＋

0.26%
※詳しくはホームページをご覧ください。

（別表４）基準利率に対する償還利率
基準利率 償還利率

1.0% 以下 １．９％

1.0% を超え 1.5% 以下 ２. ４％

1.5% を超え 2.0% 以下 ２．９％

2.0% を超え 2.5% 以下 ３. ４％

2.5% を超え 3.0% 以下 ３．９％

（中　略）

5.0% を超える場合
基準利率＋

0.9%
※詳しくはホームページをご覧ください。
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○貸付利率は、年１. ２６％（変動）です。

※貸付規程の利率改正や基準利率（前ページ参照）の変動に伴い変動します。

○毎月の償還額（他の金融機関等からの借入や共済組合物資供給事業を含む。）が給料月額の３０％

を超える場合、又は年間の償還額（他の金融機関等からの借入や共済組合物資供給事業を含む。）が

年収の３０％を超える場合は、貸付を受けられません。

〜〈お申込み〉は各所属所の共済事務担当課（係）まで〜

入学貸付
申込受付中です

入学時に要する諸費用（入学金・教科書代・授
業料・家賃等）の資金の貸付

修学貸付
２月下旬から受付します

入学後の修学に要する諸費用（授業料・家賃等）
の資金の貸付

年 1.26％（変動） 年 1.26％（変動）

限　

度　

額

○給料月額の６か月分以内

（申込みは、１万円単位で

２００万円を限度とします。）

○修業年限の年数に相当する月数１月につき、

１５万円以内

（申込みは、1 万円単位で１学年につき年額

１８０万円を限度とします。）

[ 毎年３月又は４月に１年分を申し込むのを原

則とし、５月以降の申込みは、申込みの翌月か

ら起算し、当該貸付を行う事業年度の残月数分

の貸付になります。]

償
還
方
法

○貸付を受けた月の翌月から毎月元利均等償還

（最高１２０回）

○申し出により修業年限（貸付月の翌月から起

算）を限度として元金の据え置きができます。

（元金据置期間中は利息分のみの支払い）

○修学が終了した月の翌月から毎月元利均等償

還（最高１５０回）

○修学期間中は元金据え置き

（元金据置期間中は利息分のみの支払い）

添
付
書
類

○合格通知書又は入学許可証（据え置きを希望

する場合は、申立書を提出してください。）

○入学金、教科書代、授業料、家賃等が確認で

きる書類等

○在学証明書

（入学前の場合は、合格通知書又は入学許可証を

提出し、入学後に在学証明書を提出してくださ

い。）

○授業料、家賃等が確認できる書類等

入学・修学に係る貸付制度をご利用ください。

貸付のご案内入学・修学

【このページについての問合せ先】　共済組合経理課　貯金貸付係　☎089（945）6316

貸付
利率
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産前産後休業・育児休業から復職した皆さまへ

【このページについての問合せ先】　共済組合総務課　総務係　☎089（945）6315

産前産後休業終了時改定
育児休業等終了時改定 とは？

ご存知ですか？ 復職後、報酬が下がった場合などは標準報酬が改定できます！

共済組合に
申出しないと
受けられない
制度です!!

4月 ５月 ６月 ７月

4月

支払基礎日数が
17日未満の月は除く。

２か月の報酬を平均

３か月の報酬を平均

３か月

育児休業
終了日
4/5 4/6 6/6 改定

翌日 2月経過

育児休業
終了日
4/25 4/26 改定

翌日
6/26

2月経過

（例1）

（例2）

標準報酬

改定イメージ

実際の
報酬額 無給

産前産後
休業

掛金免除

育児休業 復職

実際の報酬額

５月 ６月 ７月

　産前産後休業又は育児休業（以下「育児休業等」という。）から復職後、短時間勤務や
部分休業の取得等により勤務時間が短縮され、報酬が低下した場合に、組合員からの申出
により実際の報酬に対応する標準報酬に改定ができる制度です。

■随時改定との違い

産休・育休終了時改定 随時改定

算 定 基 礎 期 間 休業等終了日の翌日が属する月以後３か月
間（固定的給与の変動がなくても改定可能）固定的給与に変動があった月以後の３か月間

支 払 基 礎 日 数 17日未満の月は除いて改定する。 17日未満の月がある場合は改定しない。

改定に必要な等級差 １等級 2 等級

改 定 の き っ か け 組合員からの申出 組合員の意思に関係なく、所属所が届出

対象者は？
　育児休業等を終了した日に引き続き３歳に満たない子を養育する組合員です（男女問いません）。

手続方法は？
　共済組合のホームページ等で「標準報酬産前産後休業終了時改定申出書」又は「標準報酬育児休業等
終了時改定申出書」を入手し、必要事項をご記入の上、共済事務担当課を経由してご提出ください。

改定内容は？
　育児休業等終了日の翌日が属する月以後３か月（報酬の支払基礎日数が 17日未満の月は除く。）に受
けた報酬の総額をその期間の月数で除して得た額（１月当たりの報酬）を基に標準報酬を改定します。
改定後の標準報酬は、育児休業等終了日の翌日から起算して２月を経過した日の属する月の翌月から適
用されます。
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平成28年度　医療費の３要素（受診率・１件当たり日数・
１日当たり金額）・１人当たり医療費

平成29年度　短期財源率・平均標準報酬月額

　平成28年度の組合員医療費及び平成29年度の財源率の状況についてお知らせします。
　医療費の３要素のうち、「受診率」は前年度と比べて1.52ポイント増加し、「１件当たり日数」は0.03日減少しま
した。「１日当たり金額」については、前年度より154円減少して6,781円となり、都道府県別の高い順で22位（前
年度16位）と全国平均より若干高い状態となっています。
　また、「組合員１人当たり金額」は、前年度より809円減少して108,501円（33位）となっており、全国平均
112,467円より3,966円低い額となっています。この主な要因としては、入院医療費が減少したことが挙げられます。
　「短期財源率」は、前年度97.98‰(13位）でしたが、高齢者医療制度に係る拠出金等が大幅に増加したことに伴い、
5.94ポイント増加して103.92‰（5位）となり、全国平均(96.00‰)より7.92‰高く、全国市町村職員共済組合連
合会から財政支援を受ける大変厳しい状況となっています。

■短期財源率・平均標準報酬月額の他県との比較 ■組合員の診療諸率の他県との比較
短期財源率

（平成29年度 単位：‰）
（対標準報酬）

平均標準報酬月額
（平成29年3月末現在　単位：円）

受　診　率
（平成28年度 単位：％）

（１ヶ月100人当たり受診件数）

1件当たり日数
（平成28年度 単位：日）

1日当たり金額
（平成28年度 単位：円）

１人当たり金額（年額）
（平成28年度 単位：円）

1 熊 本 111.78 1 神奈川 436,361 1 徳 島 75.34 1 福 岡 1.80 1 北海道 8,195 1 奈 良 130,660 
2 鹿児島 111.40 2 東 京 431,289 2 大 阪 75.01 1 大 阪 1.80 2 石 川 7,681 2 徳 島 124,725 
3 長 崎 110.12 3 兵 庫 426,340 3 東 京 73.57 3 京 都 1.78 3 島 根 7,426 3 広 島 122,587 
4 佐 賀 104.20 4 大 阪 421,300 4 奈 良 73.44 4 佐 賀 1.77 4 宮 崎 7,403 4 佐 賀 122,467 
5  愛 媛 103.92 5 静 岡 412,599 5 三 重 72.64 5 奈 良 1.74 5 福 井 7,339 5 福 岡 121,901 
6 大 分 103.54 6 滋 賀 410,786 6 佐 賀 72.48 6 埼 玉 1.73 6 奈 良 7,305 6 北海道 120,446 
7 高 知 103.46 7 千 葉 409,058 7 埼 玉 71.49 7 和歌山 1.70 7 熊 本 7,237 7 秋 田 120,390 
8 山 口 102.08 8 埼 玉 403,827 8 和歌山 71.32 7 大 分 1.70 8 広 島 7,190 8 熊 本 119,513 
9 沖 縄 101.48 9 京 都 401,274 9 福 岡 70.97 9 鹿児島 1.68 9 秋 田 7,095 9 青 森 119,058 

10 大 阪 101.20 10 三 重 399,904 10 栃 木 70.67 9 長 崎 1.68 10 鳥 取 6,997 10 香 川 119,053 

25 愛 媛 384,190 23 愛 媛 67.41 31 愛 媛 1.61 22 愛 媛 6,781 33 愛 媛 108,501 

38 滋 賀 90.50 38 長 野 377,471 38 宮 崎 64.26 38 愛 知 1.58 38 静 岡 6,485 38 岐 阜 106,420 
39 岩 手 89.80 39 新 潟 375,811 39 大 分 64.23 38 岡 山 1.58 39 宮 城 6,422 39 沖 縄 105,833 
40 山 形 88.80 40 熊 本 373,228 40 山 梨 64.12 38 宮 城 1.58 40 佐 賀 6,409 40 福 井 105,783 
41 福 井 88.00 41 宮 城 373,160 41 島 根 63.93 41 長 野 1.57 40 三 重 6,409 41 滋 賀 105,141 
42 茨 城 87.20 42 石 川 371,978 42 沖 縄 63.61 42 岩 手 1.56 42 千 葉 6,225 42 富 山 105,124 
42 愛 知 87.20 43 鳥 取 370,338 43 京 都 63.35 42 福 島 1.56 43 神奈川 6,153 43 群 馬 101,398 
44 神奈川 86.00 44 佐 賀 368,965 44 長 野 62.73 44 山 形 1.54 44 愛 知 6,148 44 静 岡 101,383 
45 千 葉 85.20 45 福 井 368,481 45 福 井 61.76 45 鳥 取 1.53 45 埼 玉 6,075 45 新 潟 100,960 
46 富 山 81.76 46 高 知 363,445 46 石 川 61.43 46 新 潟 1.52 46 東 京 5,987 46 長 野 99,284 
47 東 京 79.80 47 沖 縄 353,573 47 北海道 58.98 47 島 根 1.51 47 大 阪 5,882 47 愛 知 99,281 

平 均 96.00 平 均 389,137 平 均 67.53 平 均 1.64 平 均 6,756 平 均 112,467 
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前
年
度
よ
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０
０
万
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０
０
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０
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て
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。
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上
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期
の
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療
費
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来
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費
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前
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よ
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０
０
万
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・
３
％
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と
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幅
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の
状
況

■上半期の医療費
（単位：百万円）
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平
成
28
年
度
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
は
、皆
さ
ま
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
平
成
27
年
度
よ
り
組
合

員
、被
扶
養
者
と
も
に
実
施
率
が
向
上
し
ま

し
た
が
、実
施
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、平
成
30
年
度
か
ら
始
ま
る
第
３
期

に
向
け
て
の
見
直
し
で
は
、国
が
定
め
る
共

済
組
合
の
実
施
率
の
目
標
は
特
定
健
康
診
査

90
％
、特
定
保
健
指
導
45
％
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、実
施
率
等
の
実
績
に
基
づ
き
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
額
が
段
階
的
に

最
大
10
％
加
算
ま
た
は
減
算
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
特
定
健
康
診

査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
下
が
る

と
、皆
さ
ま
の
保
険
料（
短
期
掛
金
）が
上
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
組
合
で
は
、年
１
回
の
健
診
を
受
け
る

機
会
を
幅
広
く
設
け
る
た
め
、人
間
ド
ッ
ク

申
込
者
を
除
く
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
扶

養
者
を
対
象
に
、全
国
の
契
約
機
関
で
自
己

負
担
な
し
で
使
用
で
き
る「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」（
本
年
度
の
使
用
期
限
は
す
で
に
終

了
。）を
毎
年
６
月
初
旬
に
配
付
し
、健
診
後

の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、特
定
保
健
指
導
対
象

と
な
っ
た
方
の
ご
自
宅
に「
特
定
保
健
指
導

利
用
券
」（
自
己
負
担
な
し
。
使
用
期
限
：
平

成
30
年
３
月
31
日
）を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、健
康
管
理
に
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、組
合
員
の
特
定
保
健
指
導
に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
本
組
合
の
保
健
師
ま
た
は

委
託
先
の
保
健
師
等
が
所
属
所
を
訪
問
し
て

実
施
し
ま
す
の
で
、実
施
率
向
上
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
結
果

か
ら
、糖
尿
病
の
リ
ス
ク
度
を
判
断
す
る
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
検
査（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン

シ
ー
）の
詳
細
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
表
１
）

　

特
定
健
康
診
査
対
象
者
の
う
ち
、８
８
２

５
人
が
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、検
査
実
施
者
の
約
４
割
が
生
活
改
善

が
必
要
な「
保
健
指
導
レ
ベ
ル
」で
し
た
。
ま

た
、「
受
診
勧
奨
レ
ベ
ル
」の
方
は
全
体
で
検

査
実
施
者
の
５
％
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ま
ま
何
の
対
策
も
講
じ
ず
放
置
し
た

場
合
、糖
尿
病
へ
と
重
症
化
し
、更
に
は
糖

尿
病
性
神
経
症
、
網
膜
症
、
腎
症
な
ど
の
合

併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、今
年
度
の
健
診
結
果
を
見

直
し
て
、医
療
機
関
の
受
診
や
生
活
習
慣
の

改
善
な
ど
に
つ
な
げ
る
取
組
み
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
で
よ
い

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、大
切
な

健
康
が
守
れ
、将
来
、医
療
に
か
か
る
お
金
、

通
院
な
ど
に
か
か
る
時
間
を
節
約
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、特
定
保
健
指
導
対
象
の

方
は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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特
定
健
康
診
査
の
検
査
結
果
よ
り

＜平成 28 年度実施率実績＞
特定健康診査 特定保健指導

組　合　員 96.4％ 31.6％
被扶養者等 49.7％ 22.1％

計 83.7％ 31.0％
※１　被扶養者等には、任意継続組合員及びその被扶養者を含む。
※２　実施期間については、「特定健康診査等実施計画」による。

＜実施率目標＞
特定健康診査 特定保健指導

平成25〜29年度（第2期） 90％以上 40％以上
平成30〜35年度（第3期） 90％以上 45％以上

【このページについての問合せ先】　
共済組合保健課　厚生係　☎089(945)6318

締切り間近！ 健診結果と取組みが図書カードに！

　平成29年度から、被扶養者の方（人間ドック申込者を除く。）
で①特定健康診査受診券を使用せずパート先等で受けた健康診
断の結果（必要な検査項目を満たしているものに限る。）等を共
済組合にご提供いただいた方②特定保健指導を終了された方を
対象に、図書カード（1,000円分）をプレゼントしています。
　詳しくは、本紙10月号（Vol.296）または共済組合厚生係までお
問合せください! !　　　　　　　 提出期限：平成30年５月31日

平成24～28年度　特定健康診査受診率

48.5 47.9 48.8 49.0

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
40

60

80

100
％

90.390.3
95.195.1 95.495.4 95.895.8

49.7

96.496.4

組合員 被扶養者等

平成24～28年度　特定保健指導終了者数とその割合

15 10 15 13 34

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
0

人 ％

100

200

400

300

500

0

5.0

10.0

20.0

15.0

25.0

600 30.0

700 35.0

被扶養者終了者数組合員終了者数 被扶養者終了者数 組合員終了者率

22.622.6 22.122.1

17.917.9

23.423.4

31.631.6

8.58.5
6.06.0

9.19.1

22.122.1

425 432

352

474

624

7.97.9

【表１】平成28年度特定健康診査　HbA1c数値別割合

男性組合員 女性組合員 合　　計

人数（人）割合（％）人数（人）割合（％）人数（人）割合（％）

基準値以下 〜5.5％ 3,383 56.9 1,614 56.0 4,997 56.6

保健指導
レベル

5.6％
～6.4％ 2,145 36.1 1,172 40.7 3,317 37.6

受診勧奨
レベル 6.5％～ 415 7.0 96 3.3 511 5.8

合計 5,943 100.0 2,882 100.0 8,825 100.0

※上記の人数は、検査を受けていない人は除く。服薬治療中の者を含む。
※ＨbＡ1ｃ数値6.0％を超える人は、食事療法・運動療法が必要とされる。
※ＨbＡ1ｃ数値6.5％を超える人は、糖尿病が強く疑われる。
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組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
各
事
業
に
つ
い
て
広
く
ご
意
見
、・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
昨
年
か
ら
再

開
し
た「
共
済
事
業
に
関
す
る
懇
談
会
」を
、
左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
は
県
内
４
市

町
で
の
開
催
を
行
い
、
合
計
85
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
ま
た
開
催
市
役
所
及
び
町
役
場
の
共

済
担
当
課
の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
７
日
開
催
の
職
員
側
議
員
協
議

会
に
お
い
て
ご
協
議
を
い
た
だ
き
、
最
終
と
り
ま
と
め
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
に
向
け
て
、
更
に
ご
検
討
・
ご
協
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
ご
意
見
等
及
び
本
組
合
の
回
答
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、紙
面
の
都
合
上
ご
紹
介
で
き
な
か
っ

た
ご
意
見
等
は
、
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

85名参加

平成29年度共済事業に関する懇談会開催一覧表

開催日 開催地 出席議員 開催場所
参加
人数

7月5日
(水)

伊予市
和田　雅志
河本　　一

伊予市役所
４階「大会議室」

24名

7月13日
(木)

今治市
神田　紀香
山内　貴志

今治市役所
第2別館11階

「特別会議室3号」
26名

7月19日
(水)

伊方町
山内　武弥
中平　大介

伊方町役場
３階「会議室」

20名

7月26日
(水)

内子町
山内　武弥
瀬川　幹雄

内子町町民会館
2階「研修視聴覚室」

15名

合             計 85名

　これまでの「共済事業に関する懇談会」のご意見・ご要
望に基づいて、事業の見直しを行い、実施・変更すること
となった主な事業は次のとおりです。
・組合員証のカード化(平成24年10月実施)
・4月1日新規資格取得者に対する人間ドックの追加募集
　(平成26年度実施)
・ボーナスからの積立貯金(平成26年6月実施)
・インフルエンザ予防接種補助金の引上げ
　（1,000円→1,500円）（平成27年度実施）

平
成
29
年
度

共
済
事
業
に
関
す
る
懇
談
会

�

― 

４
か
所
で
開
催 

―

総
則
事
項

Q
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
る
が
、
不

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
報
紙
「
石
鎚
」
も
必
要
最
低
限
の

発
行
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

A
共
済
制
度
や
事
業
内
容
、
ま
た
、
こ

れ
ら
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
つ
き
ま
し
て
は
、所
属
所
へ
の
通
知
、組

合
公
報「
石
鎚
」及
び
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
、組
合
員
の
皆
さ
ま
が
受
給
で
き

る
権
利
等
に
つ
い
て
、同
じ
共
済
組
合
の
組

合
員
間
で
、「
知
っ
て
い
る
」・「
知
ら
な
か
っ

た
」に
よ
る
、不
利
益
・
不
均
衡
が
極
力
生
じ

な
い
よ
う
、色
々
な
方
法
を
用
い
て
お
知
ら

せ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、総
務
省
か
ら
も「
共
済
制
度
に
つ

い
て
の
認
識
及
び
理
解
を
深
め
る
よ
う
積
極

的
に
広
報
活
動
を
行
い
、そ
の
周
知
徹
底
に

努
め
る
こ
と
」と
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
類
に
つ
き
ま

し
て
は
、健
康
啓
発
を
目
的
と
し
ま
す
も
の

や
年
金
制
度
の
周
知
を
目
的
と
し
た
も
の
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
公
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、共
済
制
度

の
変
更
内
容
や
本
組
合
の
事
業
内
容
・
予
算
・

決
算
等
を
お
知
ら
せ
す
る
大
切
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
発
行
は
、毎
年
１
月
、３
月
、

４
月
、７
月
及
び
10
月
に
、そ
の
時
点
で
の

最
新
の
情
報
や
予
定
さ
れ
て
い
る
改
正
等
に

つ
い
て
の
情
報
を
掲
載
し
て
発
行
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、公
報
の
提
供
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
、紙
ベ
ー
ス
で
な
く
、電
子
媒
体
に
よ
る

提
供
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
と
い
う
ご
意
見

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、職
域
に
よ
っ
て

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
、あ
る

い
は
、利
用
し
に
く
い
部
署
も
あ
り
ま
す
し
、

ご
家
庭
で
そ
う
い
っ
た
環
境
が
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
、ま
た
、組
合
員
の
皆
さ

ま
の
み
ご
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
、例

え
ば
、電
話
健
康
相
談
等
に
係
る
電
話
番
号

や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
際
は
、見
え
な

い
よ
う
加
工
を
し
て
い
ま
す
。
必
ず
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
い
て
、情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
状
況
と
す
る
た
め
、市
町

村
広
報
と
同
様
、紙
ベ
ー
ス
で
の
提
供
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
ま
ず
は
知
っ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
し
て
、ご
利
用
い
た
だ
け
る
共
済
制
度
と

す
る
た
め
に
も
、い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
周
知

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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保
健
事
業
関
係

Q
人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
金
を

１
万
円
上
限
に
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A
本
組
合
で
は
、従
来
か
ら
人
間
ド
ッ

ク
の
利
用
を
推
進
し
、組
合
員
等
の

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
寄
与
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し
、

平
成
16
年
に
は
１
万
人
を
超
え
、そ
の
後
は

横
ば
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、組
合

員
数
は
平
成
８
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

い
て
お
り
、
財
政
的
に
厳
し
い
こ
と
か
ら
、

状
況
に
応
じ
て「
年
齢
制
限
を
設
け
る
」、「
助

成
金
額
を
変
更
す
る
」な
ど
、事
業
内
容
の

見
直
し
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
27
年
10
月
の
標
準
報
酬
制
へ

の
移
行
に
伴
い
、
掛
金
・
負
担
金
収
入
が
大

幅
に
減
少
す
る
た
め
、平
成
28
年
度
の
人
間

ド
ッ
ク
利
用
助
成
金
額
を
２
万
７
０
０
０
円

か
ら
２
万
５
０
０
０
円
に
引
下
げ
を
行
い
、

対
応
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
29
年
度
の
一

人
当
た
り
の
助
成
金
額
は
２
万
５
０
０
０
円

で
、互
助
会
の
補
助
金
１
０
０
０
円
と
合
わ

せ
２
万
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、

人
間
ド
ッ
ク
の
自
己
負
担
額
を
引
き
下
げ
る

に
は
、掛
金
・
負
担
金
率
を
引
き
上
げ
る
か
、

節
目
年
齢
の
人
に
手
厚
く
助
成
を
す
る
、人

間
ド
ッ
ク
受
診
を
２
年
に
１
回
に
す
る
、な

ど
の
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、幅
広
く
受

診
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、人
間
ド
ッ

ク
利
用
希
望
者
全
員
が
、毎
年
連
続
で
あ
っ

て
も
受
診
で
き
る
体
制
に
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、現
在
の
希
望
者

全
員
が
受
診
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、共
済
組
合
、互
助
会
の
各
事
業
に
お

け
る
積
立
状
況
も
踏
ま
え
、助
成
金
額
の
増

額
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

自
己
負
担
金
に
つ
い
て
、

１
０
０
０
円
を
上
限
に
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

期
間
を
あ
け
て
２
回
接
種
す
る
の
が
通

常
で
す
。
年
１
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
を
年
２
回
ま
で
補
助
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
２

回
分
３
０
０
０
円
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

全
額
が
難
し
い
な
ら
、
１
回
１
５
０
０

円
、
２
回
２
０
０
０
円
と
か
。）１
事
業

年
度
に
１
人
当
た
り
１
回
の
み
申
請
が

可
能
と
し
、
２
回
分
接
種
し
た
場
合
は
、

２
枚
の
領
収
書
を
貼
付
す
れ
ば
、
申
請

手
続
き
の
煩
雑
さ
も
な
く
な
る
と
考
え

ま
す
。

A
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
に

つ
い
て
は
、毎
年
９
０
０
０
人
程
度

の
利
用
者
が
あ
り
、平
成
28
年
度
の
利
用
者

数
は
９
０
２
５
人
で
し
た
。

　

補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、共
済
事
業
に
関

す
る
懇
談
会
等
で
の
引
上
げ
の
要
望
が
あ
り
、

平
成
27
年
度
に
補
助
金
額
を
１
０
０
０
円
か

ら
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
数
の
減
少
や
標
準
報
酬
制
へ
の
移
行

等
に
よ
り
掛
金・
負
担
金
に
よ
る
収
入
が
減
少

し
て
お
り
ま
す
の
で
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

長
期
的
に
安
定
し
た
事
業
と
し
て
継
続
す
る

に
は
、２
回
接
種
分
の
補
助
や
更
な
る
補
助
金

額
の
引
上
げ
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
福
祉
施
設
利
用
助
成

を

１
０
０
０
円
か
ら
以
前
の

２
０
０
０
円
に
戻
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

A
宿
泊
施
設
の
利
用
助
成
事
業
は
、昭

和
47
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、当

初
は
本
組
合
の
運
営
す
る
施
設
の
み
を
助
成

対
象
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
、公

務
員
グ
ル
ー
プ
の
施
設
、公
的
な
施
設
な
ど

を
追
加
し
、
平
成
29
年
６
月
現
在
で
は
、

５
９
２
か
所
が
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
共
済
の
保
健
事
業
に
関
し
て

は
、総
務
省
通
知
に
お
い
て
、「
短
期
経
理
の

財
政
状
況
に
鑑
み
、
予
防
・
健
診
事
業
や
組

合
員
及
び
そ
の
被
扶
養
者
の
健
康
教
育
、健

康
相
談
及
び
健
康
診
査
等
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
含
む
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
事
業

を
重
点
的
に
行
い
、医
療
費
増
嵩
対
策
に
資

す
る
事
業
内
容
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う

こ
と
」と
さ
れ
て
お
り
、宿
泊
利
用
助
成
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
経
費
に
つ
い
て
は
、よ
り

厳
格
な
取
扱
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、福
祉
施
設
の
利
用
助
成
金
額
の
引
上
げ

に
つ
い
て
は
、難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
プ
ー
ル
割
引
券
の
復
活
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
プ
ー
ル
利
用
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
７
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で

の
間
、
保
健
事
業
と
し
て
、
１
回
当
た
り

６
０
０
円
を
限
度
に
、組
合
員
等
一
人
当
た

り
年
間
３
回（
平
成
16
年
度
ま
で
は
５
回
）ま

で
、契
約
し
て
い
る
プ
ー
ル
の
利
用
料
金
を

助
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
を

も
っ
て
廃
止
し
て
お
り
ま
す
。

　

廃
止
し
た
理
由
は
、以
前
、公
務
員
の
厚

遇
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、「
保
健
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、公
務
員
優
遇
と
捉
え
ら
れ
な

い
よ
う
、医
療
費
の
増
嵩
を
防
ぎ
、組
合
員

の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事

業
を
実
施
す
る
」旨
、総
務
省
・
愛
媛
県
か
ら

の
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
や
、人
間
ド
ッ
ク
利

用
者
の
増
加
、
掛
金
・
負
担
金
収
入
の
減
少
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な
ど
に
よ
る
保
健
経
理
の
厳
し
い
財
政
状
況

も
含
め
、保
健
事
業
全
体
の
見
直
し
の
一
環

と
し
て
、同
事
業
を
廃
止
し
て
人
間
ド
ッ
ク

利
用
助
成
事
業
の
補
助
割
合
を
引
き
上
げ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
及
び
健
康

講
習
会
補
助
を
新
規
事
業
と
し
て
開
始
し
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、本
組
合
で
は
、組
合
員
数
の
減
少

や
平
成
27
年
10
月
の
標
準
報
酬
制
へ
の
移
行

に
伴
い
、
掛
金
・
負
担
金
収
入
が
大
幅
に
減

少
し
て
お
り
、保
健
経
理
の
厳
し
い
財
政
状

況
に
鑑
み
、平
成
30
年
度
か
ら
人
間
ド
ッ
ク

助
成
金
額
の
引
下
げ
や
、は
り
・
き
ゅ
う
施

術
料
補
助
の
廃
止
な
ど
、事
業
内
容
の
見
直

し
を
行
い
、保
健
経
理
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、プ
ー
ル
利
用
助
成
事

業
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
加
算
減
算
調
整
に
つ
い
て
、

他
の
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
額
の
加
算

調
整
に
な
ら
な
い
よ
う
実
施
率
等
を
上

げ
る
努
力
・
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
。

A
平
成
30
年
度
か
ら
の
加
算
・
減
算
制

度
の
見
直
し
案
で
は
、実
施
率
が
特

定
健
康
診
査
57
・
５
％
未
満
、
特
定
保
健
指

導
10
％
未
満
の
組
合
が
段
階
的
に
加
算
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、本
組
合
は
該
当
し
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
職
員
共
済
組
合
で
、平
成
29
年
度

の
実
績
に
よ
り
、平
成
30
年
度
に
加
算
に
該

当
し
そ
う
な
組
合
は
３
～
４
組
合
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
率
等
向
上
の
た
め
の
取
組
み
と
し
て

は
、平
成
28
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
利
用
希
望

者
の
募
集
時
か
ら
、人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
の

階
層
化
に
よ
り
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と

な
っ
た
方
は
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
の
取
扱
い

に
同
意
の
上
お
申
込
み
い
た
だ
く
よ
う
、周

知
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、動
機
付
け
支
援
の
実
施
委
託
機
関

で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、動
機
付
け
支
援
対
象
者
と
な
っ
た
場
合

は
、原
則
と
し
て
当
日
に
初
回
面
接
を
受
け

て
帰
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
併
せ
て
周
知
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
所
属
所
・

健
診
機
関
に
周
知
し
た
結
果
、平
成
28
年
度

の
人
間
ド
ッ
ク
当
日
の
動
機
付
け
支
援
実
施

数
は
、前
年
度
比
約
３
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、低
迷
す
る
被
扶
養
者
の
実
施
率
等

向
上
の
た
め
、平
成
29
年
度
か
ら
被
扶
養
者

を
対
象
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
提
供
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
等
の
向
上
の
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

宿
泊
関
係

Q
平
成
28
年
度
に
、
夏
季
限
定
の

ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
に
家
族
で
参

加
し
ま
し
た
。
料
理
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
み
、
解
体
マ
グ
ロ
シ
ョ
ー
や
寿
司

コ
ー
ナ
ー
や
デ
ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
家
族
で
楽
し
く
満
喫
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
食
事
の
最
中

に
、
隣
の
参
加
者
５
人
が
タ
バ
コ
を
吸

い
始
め
、
食
事
を
す
る
環
境
で
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
大
人
は
あ
る
程
度
我
慢

は
出
来
ま
す
が
、
子
ど
も
は
我
慢
で
き

な
い
と
途
中
で
退
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
世
界
中
で
受
動
喫
煙
に
よ
る

人
体
被
害
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
ホ
ー

ル
内
で
の
喫
煙
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
後
の
ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
利
用
を
考
え

る
と
、
ホ
ー
ル
内
で
の
禁
煙
を
し
て
下

さ
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
家
族
連
れ

の
参
加
は
無
理
で
す
の
で
、
分
煙
対
策

を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
現
在
、
当
会
館
に
お
い
て
は
、
分
煙

対
策
と
し
て
宿
泊
室
の
一
部（
７
階

宿
泊
室（
16
室
）及
び
６
階
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ル
ー
ム（
１
室
））及
び
各
階
ロ
ビ
ー
を
禁
煙

と
し
、１
階
ロ
ビ
ー
奥
に
喫
煙
室
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、会
議
室
利
用
時
の
会
場
内
の
対
応

に
つ
い
て
は
、会
議
・
会
食
の
種
別
に
関
わ

ら
ず
、利
用
者
の
判
断
に
一
任
し
て
い
ま
す

Q
共
済
貯
金
、
貸
付
制
度
等
の
利

用
促
進
用
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
に
関

し
て
、
直
近
２
年
に
配
布
さ
れ
た
マ
ウ

ス
パ
ッ
ド
及
び
通
帳
ケ
ー
ス
に
関
し
ま

し
て
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正

直
職
員
の
評
判
は
あ
ま
り
良
い
と
は
言

え
な
い
よ
う
で
す
。

　

職
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
「
そ
の

分
の
費
用
を
金
利
に
充
て
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
い
こ
と
は
事

実
で
す
が
、「
金
利
に
充
て
る
に
は
額
が

些
少
で
あ
る
」
点
や
、「
共
済
の
福
祉
事

業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
必
要
」
と

い
う
点
も
理
解
で
き
ま
す
の
で
、
例
え

ば
付
箋
セ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、
Ｏ
Ａ
ク
リ
ー

ナ
ー
、
カ
ッ
ト
バ
ン
な
ど
、
誰
で
も
使

う
も
の
で
デ
ザ
イ
ン
の
好
み
が
分
か
れ

て
い
な
い
消
耗
品
に
し
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
共
済
組
合
で
は
、共
済
だ
よ
り
石
鎚

な
ど
の
広
報
誌
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
る
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
お
り
ま

す
が
、皆
さ
ん
に
十
分
な
周
知
が
図
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、こ
の

３
年
間
、ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
、

通
帳
ケ
ー
ス
を
配
付
し
、事
業
の
普
及
宣
伝

活
動
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
の

共
済
事
業
に
関
す
る
懇
談
会
な
ど
に
お
き
ま

し
て
も
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
に
関
す
る
ご
意
見
を

頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
の

配
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
、３
年
見
合
わ 今治市会場 伊予市会場
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が
、来
年
度
以
降
、ビ
ア
バ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
す
る
場
合
は
、予
約
受
付
時
に
会
場
内
が

禁
煙
で
あ
る
旨
説
明
を
行
い
、利
用
者
の
理

解
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、喫
煙
ス
ペ
ー

ス
を
ど
こ
に
設
け
る
か
を
含
め
て
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ム
に
つ
い

て
、
お
風
呂
場
の
入
口
が
狭
く

非
常
に
利
便
性
が
悪
い
で
す
。
入
口
を

広
げ
る
な
ど
し
て
対
策
を
練
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
お
風
呂
場
入
口
の
ち
ょ
っ
と

し
た
傾
斜
は
必
要
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

A
出
入
口
の
間
口
の
拡
張
及
び
浴
室
出

入
口
の
ス
ロ
ー
プ
の
撤
去
に
つ
い
て

は
、平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
の
改
修
工
事

に
合
わ
せ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

Q
空
調
の
効
き
が
悪
い
の
で
対
処

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
現
在
の
空
調
設
備
は
、一
部
の
機
器

を
除
い
て
昭
和
49
年
の
開
業
当
初
か

ら
の
設
備
で
あ
る
た
め
、冷
温
水
の
循
環
不

良
、結
露
の
排
水
不
良
及
び
フ
ァ
ン
コ
イ
ル

か
ら
の
異
音
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る

こ
と
か
ら
、平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
の
改

修
工
事
で
、館
内
の
空
調
機
器
の
更
新
を
し

ま
す
。

貯
金
事
業
関
係

Q
共
済
貯
金
を
利
用
し
て
い
る
組

合
員
に
配
付
さ
れ
て
い
る
地
方

公
務
員
ダ
イ
ア
リ
ー
で
す
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
一

方
で
、
冊
子
の
厚
み
が
か
な
り
あ
り
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
で
利
用
す
る
に
は

利
用
し
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
週
ご
と
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

見
開
き
２
週
分
に
す
る
、
付
録
は
別
綴

じ
に
す
る
と
い
っ
た
ス
リ
ム
化
を
行
う

で
あ
る
と
か
、
手
帳
に
変
え
る
で
あ
る

と
か
、
利
用
し
や
す
い
形
態
を
考
慮
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
地
方
公
務
員
ダ
イ
ア
リ
ー
に
つ
い
て

は
、昨
年
度
の
懇
談
会
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
、今
年
度
は
、「
み
き
ゃ

ん
」の
イ
ラ
ス
ト
を
表
紙
に
表
示
し
、ペ
ン

挿
し
を
設
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
か
ら
、い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
し
て
、ご
利
用
、ご
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
、見
直
し
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

Q
共
済
貯
金
、
貸
付
制
度
等
の
利

用
促
進
用
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
に
関

し
て
、
直
近
２
年
に
配
布
さ
れ
た
マ
ウ

ス
パ
ッ
ド
及
び
通
帳
ケ
ー
ス
に
関
し
ま

し
て
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正

直
職
員
の
評
判
は
あ
ま
り
良
い
と
は
言

え
な
い
よ
う
で
す
。

　

職
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
「
そ
の

分
の
費
用
を
金
利
に
充
て
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
い
こ
と
は
事

実
で
す
が
、「
金
利
に
充
て
る
に
は
額
が

些
少
で
あ
る
」
点
や
、「
共
済
の
福
祉
事

業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
必
要
」
と

い
う
点
も
理
解
で
き
ま
す
の
で
、
例
え

ば
付
箋
セ
ッ
ト
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ
、
Ｏ
Ａ
ク
リ
ー

ナ
ー
、
カ
ッ
ト
バ
ン
な
ど
、
誰
で
も
使

う
も
の
で
デ
ザ
イ
ン
の
好
み
が
分
か
れ

て
い
な
い
消
耗
品
に
し
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
共
済
組
合
で
は
、共
済
だ
よ
り
石
鎚

な
ど
の
広
報
誌
や
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
る
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
お
り
ま

す
が
、皆
さ
ん
に
十
分
な
周
知
が
図
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、こ
の

３
年
間
、ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
、

通
帳
ケ
ー
ス
を
配
付
し
、事
業
の
普
及
宣
伝

活
動
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
の

共
済
事
業
に
関
す
る
懇
談
会
な
ど
に
お
き
ま

し
て
も
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
に
関
す
る
ご
意
見
を

頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
か
ら
、ノ
ベ
ル
テ
ィ
の

配
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、２
、３
年
見
合
わ

せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、事
業
の
周
知
に
つ
き
ま

し
て
は
、大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、頂
い
た
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に

し
て
、周
知
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
も
付
箋
の
よ
う
な
も
の
が
良

い
と
の
ご
意
見
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
臨
時
増
額
貯
金
の
払
込
用
紙
に

は
、
伊
予
銀
行
・
愛
媛
銀
行
・
農

協
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
農
協
は
手

数
料
が
か
か
る
の
で
、
無
料
に
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
手
数
料

無
料
の
取
扱
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
農
協
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
手
数
料
を

無
料
に
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Q
貯
金
の
利
率
１
％
は
大
変
あ
り

が
た
い
の
で
、
で
き
れ
ば
こ
の

利
率
を
保
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
現
在
は
高
利
率
の
債
券
が
残
っ
て
お

り
、
２
、３
年
は
１
％
の
利
息
は
維

持
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

収
支
状
況
や
経
済
情
勢
を
見
な
が
ら
、組
合

会
議
員
の
皆
様
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
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え
て
い
ま
す
。

Q
貯
金
の
払
戻
し
の
際
、
当
月
分

の
定
例
貯
金
分
も
含
め
て
全
額

払
戻
し
を
し
た
い
と
き
、
残
高
金
額
が

分
か
ら
な
い
の
で
、
払
込
用
紙
に
「
全
額

払
戻
し
」
に
丸
を
つ
け
る
だ
け
で
千
円

未
満
の
端
数
以
外
の
払
戻
し
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

A
当
月
分
の
定
例
貯
金
の
所
属
所
か
ら

共
済
組
合
へ
の
入
金
が
月
末
に
な
る

な
ど
、払
戻
日
時
点
で
当
月
分
の
入
金
額
が

確
認
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、残
高

が
確
定
し
て
い
る
前
月
末
残
高
の
範
囲
内
が

払
戻
し
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、当
月
分
の

定
例
貯
金
、臨
時
増
額
貯
金
を
含
め
て
払
い

戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
取
り
扱
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
状
で
は
、「
全
額
払
戻
し
」を
す
る
た
め

に
は
、「
解
約
」を
し
て
い
た
だ
く
し
か
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
貯
金
の
残
高
照
会
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
組
合
員
貯
金
残
高
に

つ
い
て（
依
頼
）」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
記

入
、押
印
の
上
共
済
組
合
に
提
出
い
た
だ
く

こ
と
で
可
能
で
す
。

貸
付
事
業
関
係

Q
貸
付
の
利
率
・
限
度
額
等
は
ど

う
い
う
ふ
う
に
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

　

給
料
額
が
20
万
円
く
ら
い
の
職
員
だ

と
普
通
貸
付
が
１
０
０
万
円
く
ら
い

で
、
乗
用
車
の
購
入
資
金
と
し
て
は
、

１
０
０
万
円
は
少
な
い
し
、
住
宅
貸
付

も
１
８
０
０
万
円
で
は
、
住
宅
建
築
の

資
金
と
し
て
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
貸
付
の
限
度
額
を
増
額
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
貸
付
内
容
・
限
度
額
は
総
務
省
が
示

す
準
則
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

各
組
合
で
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、貸
付
事
故
の
保
険

の
取
扱
い
も
全
国
一
律
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

対
応
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

物
資
供
給
事
業
に
つ
い
て
は
組
合
独
自
の

事
業
で
す
が
、限
度
額
を
増
や
し
て
返
済
額

を
給
料
額
の
30
％
以
内
に
収
め
る
に
は
、返

済
期
間
を
延
ば
す
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

期
間
を
延
ば
す
こ
と
で
事
故
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
貸
付
事
故
の
保
険
に

つ
い
て
、保
険
会
社
に
引
き
受
け
て
も
ら
え

な
く
な
り
ま
す
。

　

対
応
と
し
て
は
、物
資
事
業
と
貸
付
事
業

の
併
用
で
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

物
資
供
給
事
業
関
係

Q
特
に
自
動
車
に
お
い
て
、
昨
今

の
販
売
単
価
の
上
昇
が
著
し
く
、

軽
自
動
車
で
も
新
車
の
場
合
は

２
０
０
万
円
を
超
え
る
も
の
も
出
て
い

ま
す
。
新
車
を
購
入
し
よ
う
と
思
う
と
、

物
資
供
給
事
業
を
利
用
し
て
も
な
お
、

高
額
の
頭
金
を
用
意
す
る
も
し
く
は
普

通
貸
付
や
別
の
ロ
ー
ン
を
組
む
と
い
っ

た
方
法
を
取
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

２
０
０
万
円
の
枠
を
例
え
ば
２
５
０
万

円
な
り
３
０
０
万
円
な
り
広
げ
る
こ
と

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
月
々
の
償
還

額
が
給
料
の
30
％
を
超
え
る
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
償
還
回
数
の
上
限
を
増
や

す（
72
回
…
）と
い
っ
た
対
応
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

A
利
用
限
度
額
の
引
上
げ
や
償
還
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
は
、過
去
に
検
討

し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、損
害
保
険
会

社
の
貸
付
保
険
料
へ
の
影
響
も
あ
り
ま
し
て
、

貸
付
事
故
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
よ
う
な
事
業

の
見
直
し
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、３
０
０
万
円
前
後
の
自
動
車

の
購
入
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、物
資
供
給

事
業
と
普
通
貸
付
の
併
用
で
ご
利
用
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
併
用
す
れ
ば
、新
規
採

用
職
員
の
方
で
も
合
計
３
０
０
万
円
ほ
ど
の

利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

内子町会場 伊方町会場
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50
歳
以
上
の
組
合
員
を
対
象
と
し
た
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
、
10
月
23
・
24
・
25
日
に
、
え

ひ
め
共
済
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
初

８
月
開
催
の
予
定
を
台
風
の
接
近
に
よ
り
延
期

し
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

３
日
間
で
あ
わ
せ
て
１
５
７
名
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン（
人
生
設
計
）

の
作
成
方
法
や
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
生
き

が
い
」、「
健
康
づ
く
り
」、「
家
庭
経
済
設
計
」
に

つ
い
て
の
講
演
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日　    程　    表
時    間 内　　　容

10:30 〜 10:35 開会あいさつ

10:35 〜 10:40 オリエンテーション

10:40 〜 12:00
｢ライフプランで充実の人生を!｣
一般財団法人地域社会ライフプラン協会
業務部　参事　塚本 伸明 氏

13:00 〜 15:20

｢家計経済のリスク回避を未来家計簿で
確認しましょう」
野村證券株式会社ライフプラン・サービス部
シニア・アドバイザー　横尾　恭輔 氏

15:30 〜 15:50 介護ボランティアについて

15:50 〜 16:10 互助会事業について

講　 　師

業務部　参事
塚本 伸明  氏

ライフプランサービス部
シニア・アドバイザー
横尾 恭輔  氏

（一財）地域社会
ライフプラン協会

平
成
29
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
50
歳
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）開
催
！

（
一
財
）愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会
と
共
同
開
催

野村證券㈱

平
成
30
年
４
月
1
日
か
ら
の

保
健
事
業
見
直
し
に
つ
い
て

【
こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
】

共
済
組
合
保
健
課
　
厚
生
係

☎
0
8
9
‐
9
4
5
‐
6
3
1
8

【
参
加
者
の
声
】

○
最
近
子
ど
も
の
手
が
少
し
ず
つ
離

れ
、
退
職
後
に
つ
い
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
始
め
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
有
意
義
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
良

か
っ
た
で
す
。

○
退
職
と
い
う
人
生
の
節
目
で
先
が

見
え
な
い
時
期
に
、
色
々
な
角
度

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
た
こ

と
は
大
変
良
か
っ
た
。
１
日
研
修

の
価
値
は
あ
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

○
今
一
度
、
自
分
の
過
去
と
今
後
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
健

康
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
が
低
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

○
早
め
に
受
講
し
た
方
が
良
い
と
聞

い
て
い
た
の
で
参
加
し
て
み
ま
し

た
が
、
本
当
に
早
め
に
受
講
し
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
退
職

後
の
人
生
を
思
い
浮
か
べ
る
良
い

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

○
以
前
か
ら
気
に
な
り
参
加
し
た

か
っ
た
も
の
の
、
退
職
前
ま
で

申
込
み
で
き
な
い
も
の
と
勝
手
に

思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
そ
ろ
そ

ろ
と
思
い
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
も
っ
と
早
く
参
加
さ
せ

て
も
ら
う
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
し

き
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
紙
７
月
号
（
Vol.
２
９
５
）、
10
月
号
（
Vol.
２
９
６
）

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
左
記
の
と
お
り
保
健
事

業
の
内
容
を
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
人
間
ド
ッ
ク
等
利
用
助
成
の
助
成
金
額
を
変
更
し
ま
す

　

組
合
員
及
び
被
扶
養
者
の
人
間
ド
ッ
ク
等
利

用
に
係
る
助
成
金
額
を
、
２
万
５
０
０
０
円
→

２
万
４
０
０
０
円
に
変
更
し
ま
す
。

■
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
料
助
成
を
廃
止
し
ま
す

　

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
料
助
成
を
廃
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
受
け
た
施
術

に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
請
求

忘
れ
が
な
い
よ
う
、
早
め
の
請
求
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　交通事故のように、第三者によって起こったケガや病気は、
　一般的にその第三者である加害者がその損害を補償することになりますので、治療にかかった医
療費も加害者が支払うことになります。しかし、このような場合であっても、共済組合へ連絡し、
手続きをすることで、組合員証及び組合員被扶養者証（以下「組合員証等」という。）を使って治療を受
けることができます。
　この場合、共済組合は治療のための医療費（自己負担分を除いた７割分）を一時的に立て替えて医
療機関に支払い、後日、被害を受けた組合員や被扶養者に代わり、加害者（または加害者が加入して
いる自賠責保険・任意保険等）へ損害賠償請求することになります。
　組合員証等を使用する場合は、必ず共済組合に連絡をするとともに、「損害賠償申告書」、「交通事
故証明書」などの必要書類の提出をお願いします。

公務上や通勤途上の事故は？
　公務上の傷病や通勤途上の負傷については、組合員証を使って治療することができません。
受診の際は医療機関の窓口で公務上又は通勤途上であることを申し出るとともに、地方公務員
災害補償基金への公務・通勤災害の認定の申請をして療養補償を受けてください。
　傷病が公務災害や通勤災害に該当することが明らかでないなどの事情で、やむを得ず組合員
証を使用する場合は、第三者行為の場合と同様に共済組合に連絡をするとともに、「公務傷病発
生報告書」を提出してください。
　なお、地方公務員災害補償基金の療養補償を受けられるのは、同基金が認定した医療機関だ
けですので、認められていない医療機関で受診した場合の医療費は全額自己負担となります。

負傷原因調査にご協力をお願いします
　共済組合では、「第三者行為」や「公務災害」に該当する可能性のある傷病で、組合員証等を使
用して受診した方に「外傷性の傷病に係る負傷原因報告書」を送付してご回答いただいています。
　調査に該当された皆様にはお手数をおかけしますが、医療費の適正な支出のため、ご協力を
お願いします。

交通事故等で
組合員証（保険証）を使用する
場合には届出が必要です！

【このページについての問合せ先】　共済組合保健課　医療係　☎089（945）6313

交通事故に遭ってしまったら
○相手の氏名、住所、電話番号、免許証番号、車検証、自動車の持ち主の氏名（営業車の場
合は会社名）、住所を確認しましょう。
○小さな事故でも必ず警察に届け出ましょう。
○軽いケガでも医師の診断を受けましょう。
○病院の窓口では、交通事故による負傷であることを伝えましょう。
○組合員証等を使って治療するときは、共済組合にすぐに連絡しましょう。
○被害を受けた方が加害者と不利な示談をしてしまうと、共済組合は加害者に費用を請求す
ることができなくなり、負傷等が完治していない状態であっても、組合員証等を使用した
治療が受けられない場合もありますので、示談等を行う際は十分ご注意ください。
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■物資指定店（取消・追加・変更）

区分 年月日
（変更は届出日）

指定店名 所在地 電話番号 取扱商品

取消
H29.10.10 ネッツトヨタ愛媛㈱

J.spot 乃万 今治市矢田甲 707 － 1 (0898)33-7070 自動車

追加 GR Garage 松山 松山市空港通 2 丁目 14 － 13 (089)972-8686 自動車

変更 H29.10.16 ㈱ホンダ四輪販売四国 松山久米店
新：松山市北久米町 775 － 1
旧：松山市久米町 775 － 1

(089)958-6800 自動車
（車検含む）

変更 H29.10.18 トヨタカローラ愛媛㈱ 松山東店
新：松山市北久米町 777 － 1
旧：松山市久米町 928 － 1

(089)975-1134 自動車

【医療費通知に関する問合せ先】　共済組合保健課　医療係　☎089（945）6313

新
組
合
会
議
員
の

紹
介

　

石
橋
寛
久
議
員（
前
宇
和
島
市
長
）の

退
職
に
伴
う
組
合
会
議
員
補
欠
選
挙（
市

町
村
長
が
選
挙
す
る
議
員
の
選
挙
区
第
３

区
）を
平
成
29
年
10
月
10
日
に
実
施
し
た

結
果
、
岡
原
文
彰
氏（
宇
和
島
市
長
）が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

新
理
事
長
等
の
紹
介

　

平
成
29
年
10
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

市
町
村
長
議
員
協
議
会
及
び
理
事
打
合
せ

会
に
お
い
て
、
石
橋
寛
久
理
事
長（
理
事
）

の
退
職
に
伴
う
新
理
事
長
に
菅
良
二
理
事

（
今
治
市
長
）が
、
理
事
に
岡
原
文
彰
議
員

（
宇
和
島
市
長
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
理
事
長
職
務
代
理
者
に
、
清
水
裕
理

事（
大
洲
市
長
）が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

＜第３区＞
岡原　文彰　氏
（宇和島市長）

確定申告における、医療費通知（医療費のお知らせ）を
活用した医療費控除申告について

　これまで、組合員のみなさんが確定申告で医療費控除の申請をする際には、医療費の領収書を保管して
おき、確定申告書等と一緒に提出する必要がありましたが、平成 29 年分の確定申告（平成 30 年１月１日
以降の提出）から、その領収書に代えて共済組合が発行する医療費通知（医療費のお知らせ）を確定申告
に使用することができるようになりました。ただし、医療費通知の医療機関名の表示は、県内の医療機関
しか表示できず（県外は一律「県外医療機関」と表示）、名称も 11 文字までしか表示できないため、医療
費通知の記載内容の確認ができるよう、領収書は捨てずに大切に保管してください。

　平成 29 年分の医療費通知の配付は、次のとおりです。

　平成 29 年７月～ 12 月診療分は、医療費通知の基となる診療報酬明細書が医療機関から診療月の２、３
か月遅れて共済組合に届くため、平成 30 年３月中旬の配付予定となり、確定申告の手続きに間に合わない
可能性があります。その場合は、申請していただくことによりその時点で作成可能な月分までの医療費通
知を発行しますので、希望する方はご連絡ください。
　なお、確定申告に関する内容については、国税庁のホームページで確認又は税務署にお問い合わせくだ
さい。

（配 付 時 期）平成 29 年 11 月下旬
（対象診療月）平成 29 年１月～６月診療分

（配付予定時期）平成 30 年３月中旬
（対象診療月）平成 29 年７月～ 12 月診療分

第１回目（配付済） 第２回目



写真は和洋卓料理
（8人盛）

写真は和洋卓料理
（8人盛）

◆ 和会席
4,500円4,500円

瓶ビール・日本酒・焼酎・酎ハイ・果実酒・ワイン・
ウイスキー・ノンアルコールビール・ソフトドリンク 2 飲み放題 1,500円※表示価格はいずれも消費税込みです。※表示価格はいずれも消費税込みです。

お一人様

◆ 和洋卓料理
3,500円3,500円お一人様

◆ 和洋コース
3,500円3,500円お一人様

お一人様時
間

おすすめ

期間限定
平成30年

1月31日（水）
まで

あけましておめでとうございます
 本年もよろしくお願いいたします

あけましておめでとうございます
 本年もよろしくお願いいたします

あけましておめでとうございます
 本年もよろしくお願いいたします

新年会料理新年会料理新年会料理

飲み放題も！

ご予約・お問い合わせは

えひめ共済会館
TEL 089-945-6311
FAX 089-945-6322

【ホームページアドレス】
http://www.ehime-kyosai.jp/kaikan/
【Ｅメールアドレス】
e-kyosai-kaikan@dune.ocn.ne.jp

〒790-0003
松山市三番町5丁目13-1

─組合の現況─
（平成29年11月末現在）

◎所属所数...................................................................41
◎組合員数..............................................14,581人
　　　　男..................................................9,396人
　　　　女..................................................5,185人
◎平均標準報酬月額（短期）.....378,175円
◎被扶養者数........................................16,192人
　（含任継................................................内 122人）
◎任意継続組合員.......................................215人
◎年金受給者数...................................17,619人

◎発行所／愛媛県市町村職員共済組合　松山市三番町5丁目13-1
◎編集発行人／伊藤　正　URL http://www.ehime-kyosai.jp/　 環境にやさしい大豆油インキを

使用しています。
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）

※上記以外にも各種料理をご予算に合わせてご用意させていただきますのでお気軽にお問い合わせください。

えひめ共済会館からのお知らせ
平成30年４月１日から平成30年８月31日までの間改修工事の為、

休館を予定しております。
工事期間中は大変ご迷惑をおかけいたしますが、この間にご利用いただける近
郊の施設をご紹介いたします。
なお、宿泊、会議及び宴会の予約につきましては、申し込み時に、「えひめ共済会
館が休館のため、利用する。」旨申し出たときは特別料金が適用されますので、直
接お問合せいただきますようお願いします。

松山市南堀端町６−16
TEL 089-947-4411
FAX 089-947-4420
【ホームページアドレス】
https://www.hankyu-hotel.com/hotel/tdhmatsuyama/index.html

東京第一ホテル松山
● 紹 介 施 設


